
2025/01/11 公開

考えておこう。幸せな看取り方

命あるもの、いつかは別れのときがくる。頭では理解していても、いざそのときを迎えると、心が追いつかないことも
・・・。人間でも“終活”が話題となっているように、心に余裕のある今だからこそ考えてあげられる、自分たちにと
って幸せな看取りについて考える時間を持ってみませんか？

 

これまでに獣医療者としてたくさんの最期を見守り、見送ってきましたが、愛犬、愛猫に対する死生観は本当にさまざ
まです。

 

「痛みや苦しみを取るために、注射や点滴なども積極的に行いたい」

「通院自体がストレスになるから、自宅療養をメインにしたい」

「いずれくるべきものだから、自然に任せたい」

 

獣医療者としては、どこまでの治療を望まれるのかなど飼い主様のご意向に耳を傾け、治療法とその治療によって期待
できる効果などをご説明しながら、いくつかのプランをご提案することになります。

最初は寿命が近づいていることを受け入れられない飼い主様も多いですが、家での様子を見守るうちに、やはり命の終
わりは近いのだということを理解され、そこから治療のプランを変更されるケースもあります。

いずれにしても、私たち獣医療者は飼い主様の気持ちに寄り添うことをベストだと考えていますので、そのときそのと
きの素直な気持ちを担当の先生に伝えて頂いたほうが良いでしょう。
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自宅で看取る？ 病院で看取る？

人間であれ、動物であれ、必ず最期を迎えます。できることなら苦しまず、慣れ親しんだ場所で最期を迎えさせてあげ
たい。そう考える方も多いと思います。一方で、冷静に対処できる自信がないので入院をさせてほしいとおっしゃる方
も少なくありません。

 

これという正解はなく、飼い主様ご家族の間でさえ、どのような最期を迎えさせてあげたいかについて意見の相違をみ
ることも多く、命の終わりが間近に迫ってきてはじめて、最期について考え、深く悩まれる姿にたくさん接してきまし
た。
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だからこそ、できることならば、飼い主さんの気持ちにゆとりがあるうちに、最期をどう見送りたいかを考える、いわ
ゆる終活をしておくことも大切だと考えます。

縁起でもないと思う方もいらっしゃるかもしれません。けれど、終活はペットと飼い主様、双方がよりよい旅立ちの瞬
間を迎えるためのポジティブな行動だといえると思います。

 

以下に、ペットのためのエンディングノートを作成しました。この記事に目を通していただいたのをきっかけに、時間
と心の余裕があるうちに、自分たちにとって幸せな看取りは何か、考える時間を持ってみてはいかがでしょうか。

 

ペットのためのエンディングノートはこちらをクリック >>

 

監修者：ますだ動物クリニック / 増田国充 院長

日本ペット中医学研究会 https://j-pcm.com/

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

                               3 / 3

https://rouken-roubyou-kurasu.com/wp/wp-content/uploads/2018/07/863ebd9c45ba30db10aa88e244236f78-1.pdf
https://rouken-roubyou-kurasu.com/wp/wp-content/uploads/2018/07/863ebd9c45ba30db10aa88e244236f78-1.pdf
https://j-pcm.com/
http://www.tcpdf.org

